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体育科 小学校低学年（１年）指導計画
安全に気を付けて、回る運動遊び （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 バランス・用具を操作する 目 や用具を操作する運動遊びに工夫し 評 安全に気を付けながら 示範の動きを見て基本 片足を軸にして回った

運動遊び ながら取り組み、体の基本的な動き 価 きまりを守って、回る運 の動き方を基にいろいろ り、体を使ってボールを
（多様な動きをつくる運動遊び） 標 を身に付けることができる。 規 動遊びや用具を操作する な動き方を考えている。 運んだりすることができ

元 ５月 ２時間 準 運動遊びをしようとして る。

いる。

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

こうじげんばではたらこう！

５月 【体育館】

活動１：バランスをとる運動遊び 活動２：用具を操作する運動遊び

つ ○「ドリルかいてん」をする。① ○「あしクレーン」をする。② (1)関心・意欲・態度 ①の動きを理解するための支援

か ・軸足をその場から動かさないようにして、右 ・足首や膝、太ももでボールをはさんで落とさな 近くに友達がいないことを ・「ドリルかいてん」の行い方を

む 回り左回りと両方向に回る。 いように運ぶ。 確かめて安全に回転遊びをし 理解できるように、動画資料や
１ たり、ルールを守ってリレー 連続写真資料を提示して説明す

○友達と「ドリルかいてん」をする。 ○足にはさんだボールを落とさず、どこまで運べ 遊びに取り組んでいる。 る。

・向かい合って友だちとタイミングを合わせて るかを競う「あしクレーンゲーム」をする。 〈観察・記録〉 ②の動きを理解するための支援

１回転してもとのように向き合う。 ・ボールを足にはさんで、10ｍ間隔で置いたカラー ・「あしクレーン」の行い方を理
コーンを何回往復できるかを競争する。 (2)思考・判断 解できるように、動画資料や連

追 ○友達と「ドリルかいてんじゃんけん」をする。 画像資料（連続写真、動画） 続写真資料を提示して説明する。

求 ・友だちと向かい合い、タイミングをそろえて を参考にしていろいろな姿勢 ③の動きを確認するための支援

す 回ったらじゃんけんをする。 での回転の仕方を見付けてい ・「ドリルかいてん」を正確に行

る る。〈観察・記録〉 えているのか確認できるように、
動画資料を一時停止した画面や

○「ドリルかいてん」をする。③ ○ボールを体のいろいろなところに乗せて運ぶ (3)運動の技能 連続写真資料を提示する。

・前時に行った回転遊びを確認する。 「ダンプカーあそび」をする。⑤ 軸足を固定して回転した ④の動きを工夫するための支援

・お腹や背中にボールを乗せ、落とさないように り、体を使ってボールを落と ・「ドリルかいてん」の回転する
○回転しているときの姿勢を変えた、「おもしろ ボールを運ぶ。 さずに運んだりしている。 ときの姿勢を変えて運動遊びを

ま いドリルかいてん」を考える。④ 〈観察〉 楽しく行えるように、回転して

と ・腕を伸ばしたり、膝を曲げたり背中を反らせ ○ボールを体に乗せて運ぶ「ダンプカーリレー」 いるときの姿勢が分かる連続写

め ２ たりなど、回転するときの姿勢を考えて回る。 をする。 真資料を提示しながら変える姿

る ・お腹や背中に乗せたボールをバトンの代わりに 勢の例を助言する。
○工夫した「ドリルかいてん」を紹介し合う。 して、直線コースを往復するリレーをし、ボー ⑤の動きを理解するための支援

・各自で工夫した回り方を考え、回ってみる。 ルを落とさなかった回数を競争する。 ・「ダンプカーあそび」の行い方

・みんなで工夫した回り方を紹介し合い、その を理解できるように、動画資料

回り方を楽しむ。 や連続写真資料を提示して説明
する。
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体育科 小学校低学年（１年）指導計画
バランスをとる 友だちと協力して様々な運動遊び （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 体を移動する 目 に進んで取り組み、基本的な体の動 評 きまりを守って友達と 示範の動きを基にして、 バランスをとる、用具

用具を操作する きを身に付けることができる。 価 協力しながら、様々な運 いろいろな動き方を見付 を操作する、体を移動す
力試しの運動遊び 標 規 動遊びをしようとしてい けている。 る、力強い動きをするな

元 （多様な動きをつくる運動遊び） 準 る。 どの体の基本的な動きを

10月２時間 11月２時間 することができる。

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等
①動きを理解するための支援

はりつきあそびをたのしもう！ ・「せっちゃくざいでくっついち

ゃったあそび１」の行い方を理

10月 【体育館】 解できるように、連続写真資料

や動画資料を提示し、説明する。
活動１：バランスをとる運動遊び 活動２：力試しの運動遊び ②動きを理解するための支援

（１）関心・意欲・態度 ・「せっちゃくざいをはがしちゃ

○「せっちゃくざいでくっついちゃったあそび１」 ○「じしゃくあそび」をする。③ 友達と協力してバランスを おうあそび」の行い方を理解で

つ １ をする。① ・２人組で向かい合いお互いの手首を握り合っ とる運動遊びを行ったり、き きるように、連続写真資料や動

か ・２人組になってつま先をつけて体育座りをす て、引っ張り合い相手を動かす。 まりを守ってバナナボートリ 画資料を提示し、説明する。
む る。お互いの手首を握り、引っ張り合いなが レーに取り組んだりしてい ③動きを理解するための支援

ら立つ。 る。〈観察・記録〉 ・「じしゃくあそび」のの行い方

○「バナナボートあそび」をする。④ を理解できるように、連続写真

○「せっちゃくざいをはがしちゃおうあそび」を ・２人組になり、たたんだ新聞や雑巾の上にしゃ 資料や動画資料を提示し、説明
する。② がんだ姿勢で乗った友だちを引っ張る。 （２）思考・判断 する。

・２人組になり、片足立ちで向かい合って両手 自分にあったバナナボート ④動きを理解するための支援

を合わせ、バランスを崩し合う。 遊びの引っ張り方や乗り方を ・「バナナボートあそび」の行

追 見付けている。〈観察・記録〉 い方を理解できるように、連続

求 写真資料や動画資料を提示し、
す 説明する。

る （３）運動の技能 ⑤動きを理解するための支援

○「せっちゃくざいでくっついちゃったあそび２」 ○「バナナボートあそび」をする。⑥ 友達に体重を預けながらバ ・「せっちゃくざいでくっつい

をする。⑤ ・２人組になり、たたんだ新聞や雑巾の上にしゃ ランスをとって立ったり座っ ちゃったあそび２」の行い方を
・２人組になって背中を合わせたまま立ったり がんだ姿勢で乗った友だちを引っ張る。 たりしている。また力強く友 理解できるように、連続写真資

座ったりする。 ・たたんだ新聞紙や雑巾から落ちないような姿勢 達を押したり引いたりするこ 料や動画資料を提示し、説明す

で乗ったらよいか考える。 とができている。 る。

２ 〈観察〉 ⑥動きを確認するための支援

ま ○「せっちゃくざいをはがしちゃおうゲーム」を ○「バナナボートリレー」をする。 ・「バナナボートあそび」の動き
と する。 ・グループに分かれてコーンを回ってくる直線コ のポイントである体重のかけ方

め ・片足立ちの姿勢で向かい合って両手を合わせ、 ースでリレーを行い、新聞紙や雑巾から落ちな や姿勢などを確認できるように、

る バランスを崩し合う遊びを相手を変えながら かった回数を競う。 動画資料を一時停止した画面や

次々に行っていく。 連続写真資料を提示して説明す
る。
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体育科 小学校低学年（１年）指導計画
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

フィットネスクラブでゴー！ゴー！

11月 【校庭】

活動１：用具を操作する運動遊び（ボール、輪） 活動２：体を移動する運動遊び
1 （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援

つ ○「ボールクレーン」をする。① ○「シグナルウォーク」をする。② 友達と協力してボールやフ ・「ボールクレーン」の行い方を

か ・ボールをつかんで持ち上げたり回したり降ろ ・４人組で菱形をつくり、先頭のシグナルで向き ラフープなど用具の準備や片 理解できるように、教室等で事

む １ したりする を変えて歩く。（シグナルは、右手→右方向を 付けをしたり、ルールを守っ 前に動画資料を提示する。

・いろいろな種類のボールを落とさず扱う。 向く、左手→左方向を向く、両手→後ろを向く）てシグナルウォークに取り組 ②動きを理解するための支援
・両手→片手、ゆっくり→速く、小さく→大き ・慣れてきたらペースを上げて行う。 んでいる。〈観察・記録〉 「シグナルウォーク」の行い方を

くと少しずつ負荷をかけていく。 理解できるように、教室等で事

○「ながらジョギング」をする。 （２）思考・判断 前に動画資料と連続写真資料を

○「ボールおくりリレー」をする。 ・３分間友だちとしりとりをしながら走る。 ながらジョギングで走った 提示し、合図と動き方について

追 ・グループごとに一列になり、ボールを落とさ ・話しながら走り続けられるペースを見付けてい 距離を参考にして、自分にあ 説明する。
求 ずに受け渡しするリレーをする。 る。 った３分間ランニングの目標 ③動きを理解するための支援

す ・頭の上から渡す、脚の間から渡す、体をねじ ・３分間でどれくらいの距離走れたか記録する。 距離を見付けている。 ・「クルクルフラフープ」の行い

る って渡すなどのルールで行い、ボールを落と 〈観察・記録〉 方を理解できるように、教室等

さなかった回数を競争する。 で事前に動画資料を提示する。
（３）運動の技能 ④動きを理解するための支援

ボールをつかんで落とさず ・「ねらってフラフープゲーム」

○「くるくるフラフープ」をする。③ ○「ながらジョギング」をする。 回したり、フラフープをある の行い方を理解できるように、

・フラフープを床の上で、できるだけ長い時間 ・３分間友だちとしりとりをしながら走る。 程度長い時間回したり転がし 教室等で事前に動画資料を提示

ま 回したり転がしたりする。 ・３分間でどれくらいの距離走れたか記録する。 たりしている。 〈観察〉 する。
と ・話しながら走り続けられるペースを見付けてい

め ２ ○「ねらってフラフープゲーム」をする。④ る。

る ・２人組になり、ねらったところにフラフープ ○「３ぷんかんランニング」をする。

を転がす。 ・ながらジョギングの記録を参考にして、３分間
・何ｍ離れたところにねらって投げられるかを で走る目標距離を決める。

競う。 ・目標達成を目指して走る。
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体育科 小学校低学年（１年）指導計画
単 安全に気を付けて、用具を操作す （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

用具を操作する運動遊び 目 る運動遊びに工夫しながら取り組 評 安全に気を付けながら 示範の動きを基に用具 なわやフラフープ、ボ
（多様な動きをつくる運動遊び） み、体の基本的な動きを身に付ける 価 きまりを守って、用具を を操作する運動遊びの仕 ール、かんぽっくりなど

元 １月 ４時間 標 ことができる。 規 操作する運動遊びをしよ 方を工夫している。 の用具を操作する動きが
準 うとしている。 できる。

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

サーカスあそびをしよう！

１月 【第１時～３時は体育館、第４時は校庭】

活動１：用具を操作する運動遊び（回す・跳ぶ） 活動２：用具を操作する運動遊び（投げる・捕る・乗る）

○「なわにげあそび」をする。① ○「ジャグラーあそび」をする。② （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援
・ヘビ跳び（地面でゆれているなわとびを跳び ・上に投げた新聞輪を両手や片手で捕る。 近くに友達がいないことを ・「なわにげあそび」の行い方を

つ 越す）して逃げる。 ・新聞紙で作った輪や新聞紙で作った棒などいろ 確かめて安全になわを回した 理解できるように、連続写真資
か １ ・大波小波で動いているなわを跳んで逃げる。 いろな物を投げ上げて捕る。 り、ボールや新聞輪を投げ上 料や動画資料を提示し、説明す
む ・回っているなわをくぐって逃げる。 げている。〈観察〉 る。

②動きを理解するための支援
（２）思考・判断 ・「ジャグラーあそび」の行い方

○友だちと一緒に「なわにげあそび」をする。 ○「ジャグラーあそび」をする。 示範や画像資料で提示した を理解できるように、連続写真
・友だちと一緒にヘビ跳び（地面でゆれている ・上に投げたボールを両手や片手で捕る。 基本の動きを基にして、姿勢 資料や動画資料を提示し、説明

追 ２ なわとびを跳び越す）をして逃げる。 ・いろいろな大きさのボールを上に投げ上げて捕 や位置を変えた捕り方を見付 する。
求 ・大波小波で動いているなわを友だちと一緒に る。（その場から動かずにできるだけ高く） けている。 ③動きを理解するための支援
す 跳んで逃げる。 ・新聞紙で作った輪や新聞紙で作った棒などいろ 〈観察・記録〉 ・「プロペラあそび」の行い方を
る ・回っているなわを友だちと一緒にくぐって逃 いろな物を投げ上げて捕る。（その場から動か 理解できるように、連続写真資

げる。 ずにできるだけ高く） （３）運動の技能 料や動画資料を提示し、説明す
投げ上げたボールや新聞輪 る。

○「プロペラあそび」をする。③ ○「ジャグラーあそび」を工夫する。④ を捕ったり、動いているなわ ④動きを工夫するための支援
・二つに折った短なわを両手で持って回す。 ・上に投げたボールを捕るときの姿勢を考える。 を連続で跳んだりしている。 ・「ジャグラーあそび」を工夫し

（頭の上で、体の前で、体の横など） （座った姿勢や背中など） また手と足を調和させてかん て行えるように、連続写真資料
ま ３ ・二つに折った短なわを片手でもって回す。 ぽっくりに乗って歩いてい や動画資料の一時静止画像を提
と （左右の手を使う） ○工夫した「ジャグラーあそび」を発表する。 る。〈観察・記録〉 示して、捕る時の姿勢や捕る位
め ・両手で回した短なわを跳ぶ。 ・前時で工夫した捕り方を発表し合う。 置など、動きを変える視点につ
る （前回し、後ろ回し） ・友だちが発表した捕り方みんなでまねし合う。 いて助言する。

⑤動きを理解するための支援
・「プロペラあそび」の行い方を

○「プロペラあそび」をする。⑤ ○「かんぽっくりあそび」をする。⑥ 理解できるように、教室等で事
・両手で回した短なわを跳ぶ。 ・かんぽっくりに乗って歩く。 前に動画資料を提示する。

（前回し、後ろ回し） ⑥動きを理解するための支援
４ ○「かんぽっくりリレー」をする。 ・「かんぽっくりあそび」の行い

・グループに分かれ、かんぽっくりをバトンにし 方を理解できるように、教室等
て、コーンを回って戻る直線コースのリレーを で事前に動画資料を提示する。
する。
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体育科 小学校低学年（２年）指導計画

安全に気を付けて、バランスをと （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 バランス・用具を操作する 目 る運動遊びや用具を操作する運動遊 評 安全に気を付けながら 示範の動きを見て基本 バランスをとったり、
運動遊び びに工夫しながら取り組み、体の基 価 きまりを守って、バラン の動き方を基にいろいろ 用具を操作したりするな

（多様な動きをつくる運動遊び） 標 本的な動きを身に付けることができ 規 スをとる運動遊びや用具 な動き方を考えている。 ど体の基本的な動きをす

元 ４月 ２時間 る。 準 を操作する運動遊びをし ることができる。

５月 ２時間 ようとしている。
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

おやつであそぼう！

４月 【体育館】

活動１：バランスをとる運動遊び 活動２：用具を操作する運動遊び

○「ドーナツあそび」をする。① ○「ボールサンドウィッチ」をする。② （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援
つ ・友達と向かい合って両手をつなぎ、片足立ち ・友達と背中を合わせ、間にボールをはさんで立 場の安全に気を付けて、バ ・「ドーナツあそび」の行い方が

か になってケンケンしながら回転する。 ったり座ったりする。 ランスをとる運動遊びに取り 理解できるように、連続写真資

む ・回転しながら移動する。 組んだり、ボールの準備や片 料や動画資料を提示して、説明

１ ・左右両方向に回転したり、ケンケンの脚を入 ○「ボールサンドウィッチ」であるく。 付けを進んで行ったりしてい する。
れ替えて行う。 ・友達と背中を合わせ、間にボールをはさんだま る。〈観察・記録〉

ま、ボールを落とさないように歩く。 ②動きを理解するための支援

○「大きなドーナツをつくろう」をする。 （２）思考・判断 ・「ボールサンドウィッチ」の行

・人数を４人、８人と増やし、輪になって手を ダルマさんが転んだの止ま い方が理解できるように、連続

つなぎながらケンケンで回転する。 るときのポーズを工夫した 写真資料や動画資料を提示して、
追 ・左右両方向に回転したり、ケンケンの脚を入 り、ボールサンドウィッチ遊 説明する。

求 れ替えて行う。 びのボールをはさむ位置を変

す えたりしている。 ③動きを工夫するための支援

る 〈観察・記録〉 ・「ボールサンドイッチ」のボー
○「ドーナツがわれた」をする。 ○「ボールサンドウィッチ」を工夫する。 ③ ルをはさむ位置を変えて行うこ

・ドーナツ遊びで友達と回りながら、合図で手 ・ボールサンドイッチ遊びのはさむ位置を友達と （３）運動の技能 とができるように、連続写真資

を放し、いろいろなポーズで止まる。 相談しながら工夫して歩く。 片足で友達と手をつないだ 料を提示し、ボールをはさむ位

状態でバランスをとって回転 置をお腹や肩、腰の横ではさめ

○「ドーナツがころがった」（ダルマさんがこ ○工夫した「ボールサンドウィッチ」でリレーをす したり、動作の途中の姿勢を ることを助言する。
ろんだ）をする。 る。 保ったりすることができる。

ま ２ ・「ドーナツが転がった」のかけ声に合わせて ・友達と背中にボールをはさんで、カラーコーン また、友達と体にボールをは

と 移動し、掛け声が終わったところで動きを止 を回ってくるリレーを行い、ボールを床に落と さんだ状態で移動することが

め め、いろいろなポーズで止まる。 さなかった回数で順位を競う。 できる。〈観察・記録〉
る
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過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

ゴロゴロランドであそぼう！

５月 【体育館】

①動きを理解するための支援
活動１：バランスをとる運動遊び 活動２：用具を操作する運動遊び ・「マットでゴロゴロ」の行い方

が理解できるように、連続写真

つ ○「マットでゴロゴロ」をする。① ○「フラフープゴロゴロ」をする。③ （１）関心・意欲・態度 資料や動画資料を提示し、説明

か ・体を小さく丸めて、ゴロゴロ転がってマット ・フラフープをコマのように回したり、フラフー 場の安全に気を付けて、バ する。

む の端まで移動する。 プを転がしたりして回る時間や転がる距離を長 ランスをとる運動遊びや用具 ②動きを理解するための支援
くすることを目指す。 を操作する運動遊びに取り組 ・「ダルマでゴロゴロ」の行い方

１ ○「ダルマでゴロゴロ」をする。② んだり、マットやフラフープ が理解できるように、連続写真

・足の裏を合わせて座り、両手で足を持って背 ○「フラフープころがしゲーム」をする。 の準備や片付けを行ったりし 資料や動画資料を提示し、説明

中を床（マット）に接触しながら回り、基の ・カラーコーンでゲートをつくり、そのゲートを ている。〈観察・記録〉 する。

姿勢に戻る。 通過した回数を競ったり、通過したゲートまで ③動きを理解するための支援
追 ・右方向に２回、次に左方向に２回回り、始め の距離を点数化して競うゲームを行う。 （２）思考・判断 ・「フラフープゴロゴロ」の行い

求 たときの体の向きになることを目指す。 フラフープを転がす方向や 方が理解できるように、連続写

す 転がし方など、いろいろなフ 真資料や動画資料を提示し、説

る ラフープゴロゴロ遊びを見付 明する。
○「ゆりかごでゴロゴロ」をする。④ ○「フラフープゴロゴロ」を工夫する。⑤ けている。〈観察・記録〉 ④動きを理解するための支援

・膝をかかえた姿勢でマットに背中をつけて前 ・フラフープを後ろに転がしたり、逆回転をかけ ・「ゆりかごでゴロゴロ」の行い

後に大きくゆれる。 て前に転がしたフラフープが後ろに戻るように （３）運動の技能 方が理解できるように、連続写

・１、２で大きくゆれ、３で立ち上がる。 する。 ゆりかごの勢いを使って起 真資料や動画資料を提示し、説

き上がったり、ある程度ねら 明する。
ま ○「ゆりかごじゃんけん」をする。 ○「２人でフラフープゴロゴロ」をする。 ったところにフラフープを転 ⑤動きを工夫するための支援

と ２ ・友達とマットの上で向かい合って膝をかかえ ・２人で向かい合い、タイミングをそろえてフラ がしたりしている。 ・フラフープの転がし方を変えら

め た姿勢でしゃがみ、１，２，３のリズムで大 フープを転がす。フラフープがぶつからないよ 〈観察・記録〉 れるように、連続写真資料を提

る きくゆれてから立ち上がり、全身じゃんけん うに転がしたり、フラフープがぶつかるように 示し、フラフープの転がり方や
をする。 転がしたりする。 体の向きに視点を当て、前を向

いて後ろに転がしたり、後ろを

○「ともだちとゆりかごできるかな」をする。 向いて後ろに転がしたりできる

・友達と手をつなぎながら、ゆりかごを行い、 ことを助言する。

成功したら人数を増やしていく。
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バランスをとる・体を移動する 友だちと協力して様々な運動遊び （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 用具を操作する・力試しの運動遊び 目 に工夫しながら取り組み、基本的な 評 きまりを守って友達と 示範の動きを基にして、 バランスをとる、用具
（多様な動きをつくる運動遊び） 体の動きを身に付けることができ 価 協力しながら、様々な運 いろいろな動き方に気付 を操作する、体を移動す

10 月 ２時間 標 る。 規 動遊びをしようとしてい いている。 る、力強い動きをするな

元 11 月 ２時間 準 る。 どの体の基本的な動きを

することができる。
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

①動きを理解するための支援

ゆうえんちあそびを楽しもう！ ・「ティーカップあそび」の行い

方を理解できるように動画資料

10 月 【体育館】 や連続写真資料を提示する。
②動きを理解するための支援

活動１：バランスをとる運動遊び 活動２：用具を操作する運動遊び ・「ルーレットあそび」の行い方

を理解できるように動画資料や

○「ティーカップあそび」をする。① ○「ジャグラーあそび」をする。③ （１）関心・意欲・態度 連続写真資料を提示する。

つ １ ・片足を軸にして回りながら移動していく。友 ・ボールを上に投げたあと拍手をしてから捕る。 周囲の安全に気を付けなが ③動きを理解するための支援
か 達とぶつからないようにコースを考えながら ・拍手の回数を２回、３回と増やしていく。 ら回転したり、友達と協力し ・「ジャグラーあそび」の行い方

む 移動する。 てジャグラー遊びに取り組ん を理解できるように動画資料や

○「ジャグラーあそび」を工夫する。④ だりしている。〈観察・記録〉 連続写真資料を提示する。

○「ルーレットあそび」をする。② ・ボールを投げた後、いろいろな動きを加えて ④動きを工夫するための支援
・おしりを軸にして右回り、左回りに回る。 から捕る。（床に手をつく、回転するなど） ・「ジャグラーあそび」を工夫で

・背中を軸にして右回り、左回りに回る。 ＊ボールを床に弾ませた後に動きを付け加えて （２）思考・判断 きるように、連続写真資料を提

から捕ってもよい。 ボールを投げた後に加える 示し、姿勢や取り入れる動作な

動きに気付いたり、２人組で どに視点を当て助言する。

追 ボールを投げ合うときの投げ ⑤動きを確認するための支援
求 方を工夫している。 ・前時で学習した「ルーレットあ

す 〈観察・記録〉 そび」の動きのポイントを意識

る ○「ティーカップあそび」をする。 ○「２人でジャグラーあそび」をする。⑥ できるように動きのポイント写

・片足を軸にして回りながら移動していく。友 ・２人組になってボールや新聞輪を投げ、落とさ （３）運動の技能 真を提示する。
達とぶつからないようにコースを考えながら ないように捕る。 おしりや背中を軸にしての ⑥動きを理解するための支援

移動する。 ・２人の距離を少しずつ離していく。 回転がきたり、ねらったとこ ・「２人のジャグラーあそび」の

ろにボールを投げたり、落ち 行い方を理解できるように動画

２ ○「 ルーレットゲーム」をする。⑤ ○「２人でジャグラーあそび」を工夫する。⑦ てきたボールを捕ったりして 資料や連続写真資料を提示する。

・クラス全員でフロアに広がり、一斉におしり ・ボールの投げ方や体の向き、投げるボールの高 いる。 ⑦動きを工夫するための支援
ま や背中を軸にして回転し、友達とぴったり向 さなどを変えてみる。 〈観察・記録〉 ・「２人のジャグラーあそび」を

と かい合ったら得点とするゲームを行う。 ・工夫した２人組のジャグラー遊びを紹介する。 工夫できるように、連続写真資

め 料を提示し、ボールの位置や体

る の向きなどに視点を当て、助言
する。
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過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

フィットネスクラブできたえよう！

11 月 【校庭】

活動１：力試しの運動遊び 活動２：体を移動する運動遊び

○「ひきあそび」をする。① ○「シグナルウォーク」をする。③ （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援

つ １ ・友達と手をつないで引き合いをする。腰を落 ・４人組で菱形をつくり、先頭のシグナルで向き ルールを守って力試しの運 ・「ひきあそび」の行い方を理解

か として相手を中心線まで引っぱる。 を変えて歩く。（シグナルは、右手→右方向を 動遊びやシグナルウォークに できるように、教室等で事前に
む 向く、左手→左方向を向く、両手→後ろを向く）取り組んでいる。 動画資料を提示し、説明する。

○「おしずもうあそび」をする。② ・慣れてきたらペースを上げて行う。 〈観察・記録〉

・なわを輪にして地面に置き、それを土俵にし ②動きを理解するための支援

て友達と押しすもうをする。投げ技や引き技 ○「ながらジョギング」をする。 （２）思考・判断 ・「おしずもうあそび」の行い方

を禁止した押し出しのみのすもうをする。 ・３分間友だちとしりとりをしながら走る。 ながらジョギングで走った を理解できるように、教室等で
・話しながら走り続けられるペースを見付けてい 距離を参考にして、自分にあ 事前に動画資料を提示し説明す

る。 った３分間ランニングの目標 る。

追 ・３分間でどれくらいの距離走れたか記録する。 距離を見付けている。

求 〈観察・記録〉 ③動きを理解するための支援
す ・「シグナルウォーク」の行い方

る ○「ひきあそび大会」をする。 ○「ながらジョギング」をする。 （３）運動の技能 を理解できるように、教室等で

・友達を引き合いの大会をする。 ・３分間友だちとしりとりをしながら走る。 腰を落とした姿勢で力強く 事前に動画資料や連続写真資料

・勝った人同士、負けた人同士で２人組を作り、 ・３分間でどれくらいの距離走れたか記録する。 友達を引いたり､友達を押し を提示し、合図と動き方につい

引き合いの対戦を行っていく。 ・話しながら走り続けられるペースを見付けてい たりしている。また、自分に て説明する。
る。 あったペースで３分間走って

２ ○「おしずもう大会」をする。 ○「３分間ランニング」をする。 いる。〈観察・記録〉

・なわを輪にして地面においた土俵での押しす ・ながらジョギングの記録を参考にして、３分間

ま もうの大会をする。男女別で勝った人同士、 で走る目標距離を決める。
と 負けた人同士で２人組を作り押しすもうの対 ・目標達成を目指して走る。

め 戦をしていく。

る
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安全に気を付けながら用具を操作 （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 用具を操作する運動遊び 目 する運動遊びに工夫しながら取り組 評 場の安全に気を付けな 示範の動きを基にして、 なわやフラフープを跳
（多様な動きをつくる運動遊び） み、基本的な体の動きを身に付ける 価 がら、用具を操作する運 いろいろな動き方を見付 んだり、やさしい竹馬に

標 ことができる。 規 動遊びを使用としている。けている。 乗ったりする動きをする

元 ２月 ２時間 準 ことができる。

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

むかしのあそびを楽しもう！ ①動きを理解するための支援

・「なわとびあそび」の行い方を

２月 【校庭】 理解できるように、教室等で事
前に取り組む動きの動画資料を

活動１：用具を操作する運動遊び（回す・跳ぶ） 活動２：用具を操作する運動遊び（乗る） 提示する。

②動きを工夫するための支援

○「なわとびあそび」をする。① ○「かんぽっくりあそび」をする。③ （１）関心・意欲・態度 ・「なわとびあそび」を工夫でき

つ １ ・その場で短なわとびを回して、リズムよく連 ・かんぽっくりに乗って、直線やジグザグコース、 周囲の安全に気を付けなが るように、写真資料を提示し、
か 続して跳ぶ。 低い障害物が設置されたコースを歩く。 らなわとびやフラフープを跳 なわを回す向きや回す速さなど

む ぶ運動遊びやかんぽっくりや 変える視点を助言しておく。

○「なわとびあそび」を工夫する。② ○「かんぽっくりリレー」をする。 竹馬に乗る運動遊びに取り組 ③動きを理解するための支援

・短なわとびの回し方を工夫して、リズムよく ・直線やジグザグ、低い障害物が設置されたコー んだりしている。 ・「かんぽっくりあそび」の行い
跳ぶ。 スでのリレーを行い、かんぽっくりから落ちな 〈観察・記録〉 方を理解できるように、教室等

かった回数で順位を競う。 で事前に取り組む動きの動画資

○工夫した「なわとびあそび」を紹介する。 （２）思考・判断 料を提示する。

・工夫したなわとび遊びを紹介し合い、おもし なわとびを交差して回した ④動きを理解するための支援

追 ろい跳び方をみんなで真似してみる。 り、なわとびを体の前後に持 ・「なわとびあそびⅡ」の行い方
求 って回したりいろいろななわ を理解できるように、教室等で

す とびの回し方を見付けてい 事前に取り組む動きの動画資料

る ○「なわとびあそびⅡ」をする。④ ○「竹馬あそび」をする。⑥ る。 を提示する。

・なわとびを跳びながら移動する。歩きながら ・足場の易しい竹馬（低い竹馬や補助つきの竹馬） 〈観察・記録〉 ⑤動きを理解するための支援
跳んだり、走りながら跳んだりする。 に乗って直線コースを歩く。 ・「フラフープとび」の行い方を

（３）運動の技能 理解できるように、教室等で事

○「フラフープとび」をする。⑤ ○「竹馬でどこまで行けるかなゲーム」をする。 なわとびやフラフープをリ 前に取り組む動きの動画資料を

２ ・なわとびの代わりにフラフープを使ってその ・足場の易しい竹馬に乗って、カラーコーンを置 ズミカルに跳んだり、易しい 提示する。

場で跳んだり、移動しながら跳んだりする。 いたコースで、どれだけ落ちずに歩けたかを競 竹馬に乗って歩いたりしてい ⑥動きを理解するための支援
ま うゲームをする。 る。〈観察・記録〉 ・「竹馬あそび」の行い方を理解

と できるように、教室等で事前に

め 取り組む動きの動画資料を提示

る する。
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体育科 小学校低学年（３年）指導計画

きまりを守ってバランスをとる運 （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 バランス・用具を操作する 目 動や用具を操作する運動、力試しの 評 安全に気を付けながら 示範や友達のよい動き バランスをとる動きや
力試しの運動 運動などに工夫しながら取り組み、 価 きまりを守って、多様な を見付け、自分の運動に 用具の操作する動き、力

（多様な動きをつくる運動） 標 体の基本的な動きを身に付けること 規 動きをつくる運動をしよ 取り入れたり動きの組み 試しの動きなど、体の基

元 ４月 ３時間 ができる。 準 うとしている。 合わせ方を選んだりして 本的な動きができる。

６月 ２時間 いる。
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

友だちといっしょに

４月 【体育館】※３時間目は校庭 ①動きを理解するための支援
活動１：バランスをとる運動 活動２：用具を操作する運動 ・「やじろべえ」の行い方を理解

できるように、動画資料を提示

○「やじろべえ」をする。① ○「フラフープ回しⅠ」をする。③ （１）関心・意欲・態度 する。

・２人組で向かい合って両手をつなぎながら、 ・左右の腕を使い、前に回したり後ろに回したり 用具の使い方や運動の行い ②動きを理解するための支援

片足で立ったり座ったりする。 する。 方のきまりを守り、友達と協 ・「つぼみから花へ」の行い方を
つ １ ○「つぼみから花へ」をする。② ○「みんなでフラフープ回し」をする。 力しながら、バランスをとる 理解でいるように、動画資料を

か ・６人（８人）グループで輪になって向かい合 ・２人で手をつなぎ、つないでいる腕でフラフー 運動や用具を操作する運動に 提示し、説明する。

む い、手をつないだまま立ったり座ったりする。 プを回す。 取り組んでいる。〈観察〉 ③動きを理解するための支援

・人数を６人（８人）に増やし、手をつないでフ ・「フラフープ回しⅠ」の行い方
ラフープを回す。 を理解でいるように、動画資料

（２）思考・判断 を提示する。

○「つぼみから花へ」をする。 ○「フラフープ回しⅡ」をする。⑤ 示範の動きからよい動きに ④動きを理解するための支援

２ ・６人（８人）グループで輪になって向かい合 ・フラフープを手や腰、足首など体のいろいろな 気付き、自分の動きに取り入 ・「友だちとゆりかご」の行い方

い、手をつなだまま立ったり座ったりする。 ところで回す。 れている。〈観察・記録〉 を理解でいるように、連続写真
追 ・男子全員とと女子全員など人数を増やして行 資料や動画資料を提示し、説明

求 う。 ○フラフープ回しゲームをする。 する。

す ○「友だちとゆりかご」をする。④ ・30 秒間フラフープを回し続けられるかを競う。 （３）運動の技能 ⑤動きを理解するための支援

る ・友達と手をつないだままゆりかごをする。（寝 ・右腕前回し、右腕後ろ回し、左腕前回し、左腕 バランスを取りながらグル ・「フラフープ回しⅡ」の行い方
ころんだり起きたりする） 後ろ回し…と制約をつけて行う。 ープで立ったり座ったりした を理解でいるように、動画資料

り、腕をタイミングよく動か を提示し、説明する。

３ ○「なべなべそこぬけ」をする。⑥ ○「竹馬」に乗る。⑦ してフラフープを回したり、 ⑥動きを理解するための支援

・２人組で向かい合って手をつなぎ、童歌「な ・２人組になり、友達に補助してもらいながら直 バランスをとって竹馬に乗っ ・「なべなべそこぬけ」の行い方

べなべそこぬけ」を歌いながら手を振ふり、 線コースを竹馬で歩く。 たりしている。 を理解できるように、教室等で
最後のフレーズで背中合わせになる。 ※乗れる子は補助なしで乗る。 〈観察・記録〉 事前に連続写真資料や動画資料

ま ○「月下美人」をする。 を提示し、回る方向を説明する。

と ・グループで輪になり、手をつないで順番につ ○「竹馬でどこまで行けるかな」をする。 ⑦動きを理解するための支援

め ないだ手を右足左足の順でまたいで輪の中に入 ・メジャーを置き、距離が分かるコースで、何 m ・「竹馬」の乗り方や補助の仕方
る る。全員が輪の中に入ったら交差した腕を戻し 落ちずに竹馬で歩いたかを競う。・ を理解できるように、教室等で

ながら立ち上がる。 事前に連続写真資料や動画資料
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過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

パワーとテクニック

６月 【体育館】

活動１：力試しの運動 活動２：用具を操作する運動

つ ○「おんぶじゃんけん」をする。 ○「２人でジャグラー」をする。① （１）関心・意欲・態度 ※動きを理解するための支援

か ・膝立ちからジャンプ※して立ち上がり、合図 ・友達と向かい合い、ボールや新聞輪を投げて、 用具の使い方や運動の行い ・「膝立ちからジャンプ」の行い

む に合わせて全身じゃんけんをし、負けたら勝 落とさないように捕る。 方のきまりを守り、友達と協 方を理解できるように動画資料
った人をおんぶする。（足が浮かなくてもよ 力しながら、力試しの運動や を提示し、説明する。

１ い） ○「グループでジャグラー」をする。 用具を操作する運動に取り組

・グループで輪になり、ボールや新聞輪を持ち、 んでいる。〈観察〉 ①動きを理解するための支援

○「手おし車じゃんけん」をする。 隣の人に投げて落とさずに捕る。 ・「２人でジャグラー」の行い方

・膝立ちからジャンプして立ち上がり､合図に合 （２）思考・判断 を理解できるように、連続写真
追 わせて全身じゃんけんをして、負けた人は勝 ○「あんたがたどこさ」をする。② 示範や友達の動きからよい 資料や動画資料を提示し、説明

求 った人に足を持ってもらい手押し車をする。 ・グループで輪になり、童歌「あんたがたどこさ」動きを見付け、自分の動きに する。

す 10 歩歩く。 に合わせてリズムよくとなりの人にボールを投 取り入れ、工夫したジャグラ

る げる。 ーに生かそうとしている。 ②動きを理解するための支援
〈観察・記録〉 ・「あんたがたどこさ」の行い方

○「おんぶじゃんけん」をする。 ○「グループでジャグラー」を工夫する。③ を理解できるように、動画資料

・膝立ちからジャンプして立ち上がり、合図に ・グループで輪になり、ボールの投げ方や投げる （３）運動の技能 を提示し、説明する。

合わせて全身じゃんけんをし、負けたら勝っ 高さ、投げる相手などを工夫する。 力を入れて友達をおんぶし

た人をおんぶして 10 歩歩く。（足が浮かず引 たり手押し車で歩いたりする ③動きを工夫するための支援
ま きずってもよい） ○工夫した「グループでジャグラー」を紹介し合う。とともに、ボールや新聞輪を ・第１時で取り組んだ「グループ

と ・工夫した「グループでジャグラー」を童歌「あ 捕りやすいところに投げたり でジャグラー」の動きを工夫で

め ２ ○「手おし車じゃんけん」ゲームをする。 んたがたどこさ」に合わせて行い、他のグルー 落とさずに捕ったりしてい きるように、連続写真資料や動

る ・膝立ちからジャンプして立ち上がり､合図に合 プに紹介し合う。 る。〈観察・記録〉 画資料の一時停止画像を提示し
わせて全身じゃんけんをして、負けた人は勝 て、ボールの投げ方や投げる高

った人に足を持ってもらい手押し車をする。 さ、投げる相手など、動きを変

手押し車で移動しながら相手を見付け、勝っ える視点を与える。

た人同士、負けた人同士で勝負をする。
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体を移動する運動 きまりを守って体を移動する運動 （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 力試しの運動 目 や力試しの運動、動きを組み合わせ 評 きまりを守って友達と 示範や友達のよい動き 体を移動する動き、力
組み合わせた運動 た運動などに工夫しながら取り組 価 協力しながら、様々な運 を見付け、自分の運動に 強い動き、動きを組み合

（多様な動きをつくる運動） 標 み、体の基本的な動きを身に付ける 規 動をしようとしている。 取り入れている。 わせた動きなど、体の基

元 10 月 ２時間 ことができる。 準 本的な動きを行うことが

11 月 ２時間 できる。
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

回って、走って、はねて！

10 月 【体育館】
活動１：動きを組み合わせた運動 活動２：体を移動する運動

○「新聞ぼうくるりんぱ」をする。① ○スキップやギャロップのサーキットをする。② （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援

・新聞紙で作った棒を床に立てて新聞棒から手 ・４グループに分かれ、前スキップコース、後ろ 用具の使い方や運動の行い ・「新聞ぼうくるりんぱ」の行い

つ を離し、新聞棒が倒れる前に１回転して新聞 スキップコース、前ギャロップコース、後ろギ 方のきまりを守り、友達と協 方を理解できるように、連続写
か 棒を再びつかむ。 ャロップコースをローテーションしながら取り 力しながら、動きを組み合わ 真資料や動画資料を提示し、説

む １ ・右回転左回転の両方に回る。 組む。 せた運動や体を移動する運動 明する。

に取り組んでいる。

○「新聞ぼうくるりんぱゲーム」をする。 ○スキップやギャロップの「すご六遊び」をする。 〈観察〉 ②動きを確認するための支援
・新聞棒回転つかみを１分間で何回できるかを ・カラーコーンを正方形の四隅と対角線の交点に ・「スキップやギャロップ」の動

競う。（左右両方向の回転を行い、その合計 置き双六遊びをする。正方形の四隅で友達と全 （２）思考・判断 きのポイントをつかみ、動きの

で競う） 身じゃんけんをして、勝者は次のカラーコーン 示範や友達の動きからよい ポイントを意識して取り組める

に進み、敗者は交点のカラーコーンまでケンケ 動きを見付け、自分の動きに ように、連続写真資料と動きの

追 ンで回ってくる。カラーコーンからカラーコー 取り入れ、ゲームや双六遊び ポイント写真を提示し助言する。
求 ンまでの移動は、前後スキップ、前後ギャロッ に生かそうとしている。

す プとする。一定時間内にどれだけ進めたかを競 〈観察・記録〉 ③動きを理解するための支援

る う。 ・「新聞ぼうチェンジレベルⅠ」

（３）運動の技能 の行い方を理解できるように、
○「新聞ぼうチェンジレベルⅠ」をする。③ ○ミニハードル（段ボール箱）や川、ケンパーなど 新聞棒が倒れれないように 連続写真資料や動画資料を提示

・２人組で向かい合い、床に新聞棒を立てる。 をリズムよく跳び越す基本のサーキットをする。 床に立て、素早く動作を入れ し、説明する。

合図で新聞棒から手を離し、お互いの場所を ・ミニハードル（段ボール箱）やなわで作った川、て再び新聞棒をつかんだり、

交換して新聞棒をつかむ。新聞棒が倒れる前 ケンパーを設置したコーと、ウサギ走りのコー リズムよくはねながら移動し ④動きを理解するための支援

に２人ともつかめたら成功。 スをローテーションしながら取り組む。 たりしている。 ・「新聞ぼうチェンジレベルⅡ」
ま ２ 〈観察・記録〉 の行い方を理解できるように、

と ○「新聞ぼうチェンジレベルⅡ」をする。④ ○ミニハードル（段ボール箱）や川、ケンパー、ウ 連続写真資料や動画資料を提示

め ・新聞棒チェンジの人数を２人→４人→６人と サギ走りを取り入れた「すご六遊び」をする。 し、説明する。

る 増やしていく。６人組になったら 10 回中何回 ・カラーコーンからカラーコーンまでにミニハー
成功したかを競うゲームを行う。 ドル（段ボール箱）や川、ケンパー、ウサギ走

りの課題を設定した双六遊びをする。
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過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

フィットネスクラブできたえよう

11 月 【校庭】

活動１： 体を移動する運動 活動２：力試しの運動

○「まねっこジョギング」をする。 ○「おしずもう」をする。① （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援

・ウォーミングアップを兼ねて２人組で行う。 ・なわを輪にして地面に置き、それを土俵にして 友達と協力し、安全に気を ・「おしずもう」の行い方を理解

つ １ ・リーダーを決め、リーダーと同じコースを走 友達と押し相撲をする。投げ技やひき技を禁止 付けながら、体を移動する運 できるように、事前に教室等で

か ってうごきをまねする。 して、押し出しのみのすもうをする。 動や力試しの運動に取り組ん 動画資料を提示し、説明してお
む ・２分でリーダーを変える。 でいる。〈観察〉 く。

○「おしずもう大会」をする。

○「まねっこ体そう」をする。 ・なわを輪にして地面に置いた土俵で、押し相撲 ②動きを理解するための支援

・２人組で行う。お互いが考えた準備運動を交 の大会をする。男女別で勝った人同士、負けた （２）思考・判断 ・「レスキューたい出動」の行い

互に行い、それをまねする。 人同士で相手を見付け、押し相撲の対戦をして 示範や友達の動きからよい 方を理解できるように、事前に
競い合う。 動きを見付け、自分の動きに 教室等で連続写真資料や動画資

○「４分間ランニング」をする。 取り入れようとしている。 料を提示し、抱え方や姿勢など

追 ・４分間でどれだけ走り続けられるか、目標を 〈観察・記録〉 について説明する。

求 決めて走る。（２人組で記録し合う）
（３）運動の技能 ③動きを理解するための支援

す 自分のペースを崩さずに４ ・「地引あみ」の行い方を理解で

る ○「まねっこジョギング」「まねっこ体そう」を ○「レスキューたい出動」をする。② 分間走り続けたり、友達を押 きるように、事前に教室等で動

する。 ・２人組になり、長座姿勢で座った友達を背中側 し動かしたり、引き動かした 画資料を提示する。

・ウォーミングアップを兼ねて、リーダーと同 から抱きかかえ、後ろむきに引っ張って移動す りすることができる。
じコースを走ったり、同じ動きをしたりする。 る。 〈観察・記録〉

２ ○「しっぽとりゲーム」をする。 ○「地引きあみ」をする。③

・30cm 位のビニール紐をズボンにはさみ、その ・２～３人組になってロープを握り、漁師（引き
ま ビニール紐を取り合う。色を分けてチーム戦 手）と魚（引かれ手）を決め、地引あみ（ロー

と にしたり、個人戦にしたりして何度かおこな プ）を引いて相手を引き動かす。

め う。 ・引く人数や引かれる人数を変えて行う。

る

○「４分間ランニング」をする。
・前時の４分ランニングの記録を基にして目標

記録を決め、目標達成を目指して走る。
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安全に気を付けながら用具を操作 （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 用具を操作する運動 目 する運動に工夫しながら取り組み、 評 場の安全に気を付けな 示範の動きを基にして、 物を運んだり、なわと
（多様な動きをつくる運動） 基本的な体の動きを身に付けること 価 がら、用具を操作する運 いろいろな動き方を見付 びやフラフープを回しな

標 ができる。 規 動を使用としている。 けている。 がら跳んだりするなど、

元 ２月 ２時間 準 用具を操作する動きがで

きる。
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

かついで、回して、レッツゴー！

２月 【体育館】

活動１：用具を操作する運動（運ぶ） 活動２：用具を操作する運動（跳ぶ）

○「たくはい便しゅ行」をする。 ○「なわとび」をする。 （１）関心・意欲・態度 ①動きを理解するための支援

つ １ ・平均台や低い障害のあるコースをボールや段 ・その場で短なわとびを回して、リズムよく連続 周囲の安全に気を付けなが ・「ペアなわとび」の行い方を理
か ボール箱をかついで落とさずに運ぶ。 して跳ぶ。（前跳び、後ろ跳び、交差跳びなど） ら障害物のあるコースで物を 解できるように、連続写真資料

む 運ぶ運動や、なわとび・フラ や動画資料を提示し、説明する。

○「たくはい便ゲーム」をする。 ○「ペアなわとび」をする。① フープを跳ぶ運動に取り組ん

・ボールや段ボール箱の数を増やし、何個まで ・友達と向かい合い、１本のなわとびで一緒に跳 でいる。〈観察〉 ②動きを工夫するための支援
落とさずに運べるか挑戦する。 ぶ。 ・「ペアなわとび」を工夫して行

えるように、連続写真資料や動

○「ペアなわとび」を工夫する。② （２）思考・判断 画資料の一時停止画像を提示し、

・体の向きを変えたり、なわとびを２本にしたり 友達と並び方を変えたり、 体の向きやなわとびの本数など、

追 していろいろなペアなわとびを考えて跳ぶ。 なわとびを２本にしたりし 動きを変えるための視点を与え、
求 て、いろいろなペアなわとび いくつかの動きを例示する。

す の行い方を見付けている。

る ○「たくはい便しゅ行」をする。 ○「なわとび」をする。 〈観察・記録〉 ③動きを理解するための支援

・平均台や低い障害のあるコースをボールや段 ・その場で短なわとびを回して、リズムよく連続 ・「いどうなわとび」の行い方を
ボール箱をかついで落とさずに運ぶ。 して跳ぶ。 理解できるように、動画資料を

（３）運動の技能 提示する。

○「たくはい便リレー」をする。 ○「いどうなわとび」をする。③ 物を落とさずに障害物のあ

２ ・コースの反対にあるボールや段ボール箱を落 ・なわとびをしながら歩いたり走ったりする。 るコースを走ったり、なわと ④動きを理解するための支援

とさずにリレー形式で運んでくる。途中で落 ・なわとびをしながらスキップやギャロップをす びやフラフープをリズミカル ・「フラフープとび」の行い方を
ま としたらボールや段ボール箱は元の場所に戻 る。 に連続して跳んだりしてい 理解できるように、動画資料を

と し、次の人がスタートする。 る。〈観察・記録〉 提示する。

め ・１度に運べるボールや段ボール箱の数に制限 ○「フラフープとび」をする。④

る をする。 ・フラフープを前や後ろに回してリズミカルに跳
んだり、跳びながら移動したりする。
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体育科 小学校低学年（４年）指導計画
安全に気を付けて、友だちと仲よ （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 バランスとる運動 目 くバランスをとる運動や体を移動す 評 安全に気を付けながら 示範の動きを基にして バランスをとる、体を

体を移動する運動 る運動に工夫しながら取り組み、体 価 きまりを守って、バラン いろいろな動き方を考え 移動するなど、体の基本
（多様な動きをつくる運動） 標 の基本的な動きを身に付けることが 規 スをとる運動や体を移動 ている。 的な動きを行うことがで

元 ４月 ３時間 できる。 準 する運動をしようとして きる。

いる。

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

友だちっていいな ①動きを理解するための支援

４月 【体育館】 ・「つぼみから花へ」の行い方を

活動１：バランスをとる運動 活動２：体を移動する運動 理解できるように動画資料を提

示し、手のつなぎ方や脚の位置
○「つぼみから花へ」をする。① ○「シグナルウォーク」をする。③ （１）関心・意欲・態度 を説明する。

・６人（８人）グループで輪になって向かい合 ・４人組で菱形をつくり、先頭のシグナルで向き 運動の行い方のきまりを守

い、手をつなだまま立ったり座ったりする。 を変えて歩く。（シグナルは、右手→右方向を り、友だちと協力しながら、 ②動きを理解するための支援

１ ・男子全員とと女子全員など人数を増やして行 向く、左手→左方向を向く、両手→後ろを向く）バランスをとる運動や体を移 ・「みんなでゆりかご」の行い方

つ う。 ○「じゃんけんすご六」をする。 動する運動に取り組んでい を理解できるように動画資料を
か ○「みんなでゆりかご」をする。② ・三角コーンを正方形の四隅と対角線の交点に置 る。〈観察〉 提示する。

む ・友達と手をつなぎ、ゆりかごをする。（寝こ き、三角コーンで友だちとじゃんけんして勝っ

ろんだり起きたりする） たら動物歩き進む「すご六」をする。 ③動きを確認するための支援

（２）思考・判断 ・「シグナルウォーク」を行うた
○「みんなでゆりかご」をする。（ウォーミングアップ）） ○「シグナルウォーク」（ウォーミングアップ）をする。 示範の動き基にしてを、手 めに必要なシグナルが確認でき

・友達と手をつなぎ、ゆりかごをする。（人数 ・４人組で菱形をつくり、先頭のシグナルで向き のつなぎ方やボールの投げ方 るように連続写真資料を提示し

を変えて寝ころんだり起きたりする） を変えて歩く。 を考えながら行っている。 て説明する。

〈観察・記録〉

追 ２ ○「前転キャッチ」をする。④ ○「じゃんけんすご六」をする。 ④動きを理解するための支援
求 ・マットで前転をし、マットの反対から友だち ・三角コーンを正方形の四隅と対角線の交点に置 ・「前転キャッチ」の行い方を理

す が投げたボールを捕る。 き、三角コーンで友だちとじゃんけんして勝っ （３）運動の技能 解できるように動画資料を提示

る ※ワンバウンドさせたり、山なりにしたり投げ たら、箱や輪などの障害物を走り越して進む「す バランスをとりながら座っ する。

るボールを工夫する。 ご六」をする。 たり立ったり転がったりでき
るとともに、いろいろなコー ⑤動きを理解するための支援

○「前転キャッチ」をする。（ウォーミングアップ） ○「シグナルウォーク」（ウォーミングアップ）をする。 スを安定して歩いたり走った ・「１人前転キャッチ」の行い方

・マットで前転をし、マットの反対から友だち ・４人組で菱形をつくり、先頭のシグナルで向き りしている。〈観察・記録〉 を理解できるように、連続写真

が投げたボールを捕る。 を変えて歩く。 資料や動画資料を提示し、ボー

○「１人前転キャッチ」をする。⑤ ルを投げる位置や回っている時
ま ３ ・ボールを投げ上げ、すぐに前転をしてそのボ ○「平きん台ウォーク」をする。 の姿勢について説明する。

と ールを捕る。（バウンドしてもよい） ・低い平均台の上をボールを投げ上げながら歩い

め ○「１人前転キャッチゲーム」をする。 たり、ボールを床につきながら歩いたりする。

る ・バウンドしないで捕ったら３点、ワンバウン
ドで捕ったら２点、寝たまま捕ったら１点と

し、５回の合計点を競い合う。
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体育科 小学校低学年（４年）指導計画
体を移動する運動 友だちと仲よく様々な運動に工夫 （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 用具を操作する運動 目 しながら取り組み、基本的な体の動 評 きまりを守り、友達と 示範の動きを基にして、 体を移動する、用具を

力試しの運動 きを身に付けることができる。 価 仲よくしながら様々な運 いろいろな動き方を考え 操作する、力強い動きを
組み合わせた運動 標 規 動をしようとしている。 ている。 するなどの体の基本的な

元 （多様な動きをつくる運動） 準 動きを行うことができる。

10 月２時間 11 月２時間

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

回って、回して！

①動きを理解するための支援

10 月 【体育館】 ・「ポジションチェンジ」の行い

活動１：用具を操作する運動 活動２：動き組み合わせた運動 方を理解できるように、連続写
真資料や動画資料を提示し、ボ

○「ポジションチェンジ」（ボール）をする。① ○「フラフープ回し」をする。② （１）関心・意欲・態度 ールを投げる位置や移動の仕方

・３人組で向かい合ってボールを同時に上に投 ・フラフープを腕や腰で回す。 用具の使い方や運動の行い について説明する。

つ １ げ上げ、落ちる前に場所を交換して捕る。 方のきまりを守り、友だちと

か 仲よく、用具を操作する運動 ②動きを理解するための支援
む や動きを組み合わせた運動に ・フラフープを腕や腰で回す動き

○「ポジションチェンジ」（新聞輪）をする。 ○「フラフープチャレンジ」をする。 取り組んでいる。〈観察〉 を理解できるように動画資料を

・ボールの代わりに新聞輪を同時に投げ上げ、 ・腕や腰でフラフープを回して、一定時間内で落 提示する。

場所を交換して捕る。 とした回数をできるだけ少なくすることを競い
合う。 （２）思考・判断 ②動きを確認するための支援

・腕と腰の両方を行う。 示範の基本となる動きか ・フラフープを上手に回せない児

ら、ボールの投げ方や動く方 童が、動きのポイントなること

追 向、フラフープを回す位置な を意識できるように動きのポイ

求 どを工夫している。 ント写真を提示し、助言する。
す 〈観察・記録〉

る ○「４人組のポジションチェンジをする。 ○「フラフープを回していどう」をする。④ ③動きを工夫するための支援

・前時の３人組でボールを使っての場所交換を ・フラフープを腕や腰で回しながら歩いたり、走 ・「４人組のポジションチェンジ」

発展させ、人数を４人に増やしてポジション ったりする。 （３）運動の技能 を工夫できるように、連続写真
チェンジをする。 相手の人が捕りやすいよう 資料や動画資料の一時静止画像

○「フラフープ回しリレー」を行う。 にボールや新聞輪を安定して を提示し、ボールの投げ方や捕

２ ○「４人組のポジションチェンジ」を工夫する。 ・フラフープを回しながら走るリレーを行う正確 投げ上げたり、フラフープを り方など工夫する視点を示し、

③ に動きを行えるように落としたら、スタートか 腕や腰などである程度安定し 変えた動きをいくつか例示する。

ま ・ボールの投げ方や移動する方向、交換すると らやり直すルールを取り入れる。 て回したりしている。
と きに動作を入れるなど、場所交換の行い方を 〈観察・記録〉 ④動きを理解するための支援

め 工夫する。 ・フラフープを腰で回しながら歩

る く動きを理解できるように動画

資料を提示する。
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体育科 小学校低学年（４年）指導計画
過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

レッツ！ フィットネス

11 月 【校 庭】

活動１：体を移動する運動 活動２：力試しの運動

○「ペアジョギング」をする。 ○「パワーアップサーキット」をする。 （１）関心・意欲・態度 ①②③の動きを理解するための

つ １ ・ウォーミングアップを兼ねて２人組で行う。 友だちと仲よく、安全に気 支援

か ・リーダーを決め、リーダーと同じコースを走 ａ 人間コンパスで１周する。① をつけながら、体を移動する ・「パワーアップサーキット」の

む ってうごきをまねする。 ↓ 運動や力試しの運動に取り組 行い方を理解できるように、教
・２分でリーダーを変える。 ｂ 友だちをおんぶして運ぶ。② んでいる。〈観察〉 室等で事前に動画資料を提示し、

↓ 説明しておく。

○「ペア体そう」をする。 ｃ 手おし車で移動する。③

・２人組で行う。お互いが考えた準備運動を交 （２）思考・判断

互に行い、それをまねする。 ○「パワーアップゲーム」をする。 示範や友だちの動きからよ
・友だちとじゃんけんをして、勝った方は「人間 い動きを見付け、自分の動き

追 ○「４分間ランニング」をする。 コンパス」「友だちをおんぶ」「手おし車」か に取り入れようとしている。

求 ・４分間でどれだけ走り続けられるか、目標を ら１つを選び、負けた方がその種目の動きをす 〈観察・記録〉

す 決めて走る。（２人組で記録し合う） る。
る

○「グループつな引き」をする。 （３）運動の技能

・５～６人組のグループでロープを引き合う。 自分のペースを崩さずに４

分間走り続けたり、友だちを

おんぶしたり手押し車で移動
○「ペアジョギング」と「ペア体そう」をする。 ○「パワーアップサーキット」をする。 したりしている。

・ウォーミングアップを兼ねて、リーダーにな ・（人間コンパス）→（おんぶ）→（手押し車） 〈観察・記録〉

ま った友だちと同じコースを走ったり、同じ動

と きの運動を行ったりする。 ○「パワーアップゲーム」をする。
め ・友だちとじゃんけんをして、勝った方は「人間

る ２ ○「しっぽとりゲーム」をする。 コンパス」「友だちをおんぶ」「手おし車」か

・30cm 位のビニール紐をズボンにはさみ、その ら１つを選び、負けた方がその種目の動きをす

ビニール紐を取り合う。色を分けてチーム戦 る。

や個人戦で競う。 ・勝った人負けた人どうしで相手を変えて行う。

○「４分間ランニング」をする。 ○「つな引き大会」をする。

・前時の４分間ランニングの記録を基にして目 ・５～６人組のグループでロープを使ってつなひ

標記録を決め、目標達成を目指して走る。 き大会を行い、力強さを競い合う。
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体育科 小学校低学年（４年）指導計画
安全に気を付けながら友だちと仲 （１）関心・意欲・態度 （２）思考・判断 （３）運動の技能 （４）知識・理解

単 用具を操作する運動 目 よく用具を操作する運動に工夫しな 評 場の安全に気を付けな 示範の動きを基にして、 なわやフラフープを跳

（多様な動きをつくる運動） がら取り組み、基本的な体の動きを 価 がら、用具を操作する運 いろいろな動き方を考え んだり、やさしい竹馬に
標 身に付けることができる。 規 動をしようとしている。 ている。 乗ったりする動きをする

元 ２月 ２時間 準 ことができる。

過程 時間 学 習 活 動 評価項目（おおむね満足） 画像資料を活用した支援等

回して、とんで、乗って！

２月 【校 庭】

活動１：用具を操作する運動（回す・跳ぶ） 活動２：用具を操作する運動（乗る）

○「なわとび」（ウォーミングアップ）をする。 ○「竹馬」に乗る。② （１）関心・意欲・態度 ①の動きを理解するための支援

・その場で短なわとびを回して、リズムよく連 ・足場の易しい竹馬（低い竹馬や補助つきの竹馬） 用具の使い方や運動の行い ・第１時で取り組む「フラフープ

つ １ 続して跳ぶ。（前回し跳び、後ろ回し跳び） に乗って直線コースを歩く。 方のきまりを守って、友だち とび」の行い方を理解できるよ

か ・乗れる子は高さを変えて挑戦する と仲よく用具を操作する運動 うに、教室等で事前に動画資料
む ○「いどうなわとび」をする。 に取り組んでいる。〈観察〉 を提示する。

・なわとびをしながら歩いたり走ったりする。 ○「竹馬でどこまで行けるかなゲーム」をする。

・なわとびをしながらスキップやギャロップを ・足場の易しい竹馬に乗って、等間隔に三角コー ②の動きを理解するための支援

する。 ンを置いたコースで、どれだけ落ちずに歩けた （２）思考・判断 ・第１時で取り組む「竹馬」の
かを競うゲームをする。 示範の動きを基にしてペア 乗り方を理解できるように、教

○「フラフープとび」をする。① なわとび行い方を工夫してい 室等で事前に動画資料を提示す

・フラフープを前や後ろに回してリズミカルに る。〈観察・記録〉 る。

追 跳んだり、跳びながら移動したりする。

求 ③の動きを理解するための支援
す （３）運動の技能 ・「ペアなわとび」の行い方を理

る ○「なわとび」（ウォーミングアップ）をする。 ○「竹馬」に乗っていろいろなコースを歩く。 なわとびやフラフープをリ 解できるように、教室等で事前

・その場で短なわとびを回して、リズムよく連 ・足場の易しい竹馬や普通の竹馬に乗って物や用 ズムよくある程度連続して跳 に動画資料を提示し、説明する。

続して跳ぶ。（前回し跳び、後ろ回し跳び、 具の間をジグザグに歩いたり、倒したペットボ んだり、足場の易しい竹馬や
交差跳びなど） トルなどの低い障害物をまたいだりしながら歩 普通の竹馬に乗って歩いたり ④の動きを工夫するための支援

く。 している。〈観察・記録〉 ・「ペアなわとび」を工夫するこ

２ ○「ペアなわとび」をする。③ とができるように、教室等で事

・友達と向かい合い、１本のなわとびで一緒に ○「竹馬でどこまで行けるかなゲーム」をする。 前に連続写真資料を提示し、体

ま 跳ぶ。 ・足場の易しい竹馬や普通の竹馬に乗って、三角 の向きやなわとびの本数、とぶ
と コーンを回ってくるコースでリレーをする。 リズムなど工夫する視点を示し、

め ○「ペアなわとび」を工夫する。④ 変える動きをいくつか例示する。

る ・体の向きを変えたり、なわとびを２本にした

りしていろいろなペアなわとびを考えて跳ぶ。


